　（別 紙　４）

遺伝子組換え生物等及び拡散防止措置の一覧表

	核酸供与体
	供与核酸
	ベクター
	宿主等
	保有動植物等
	拡散防止措置の区分
	備考

	1 HCV
2 EMCV

3 オワンクラゲ

4 六放サンゴ
5 大腸菌
6 ウミシイタケ
7 ラット
8 その他（人口合成配列）
	①IRES領域cDNA

② IRES領域cDNA

③GFPおよびその誘導体

④ RFPおよびその誘導体
⑤CAT
⑥ Luciferaseおよびその変異体
⑦ BDNF
⑧ヒスチジンタグ（合成DNA）、FLAGタグ（合成DNA）、VSV-Gタグ（合成DNA）、インフルエンザウイルスヘマグルチニンタグ（合成DNA）、cMycタグ、人為的変異（合成DNA）
	pSVA14
	E. coli K12株由来

HB101株
	
	P2
	Ｂ１
HCV, EMCVの組換え以外はP1レベルだが、P2レベルで実験を実施

	
	上記組換え核酸
	
	ポリオウイルス
	動物培養細胞(HeLa,AGMK,L,L,TgSVA,MBEC4,Caco-2,293,SK-N-SH,SK-N-MC,ICcl2,MDCK,IMR32,LLC-PK1,CHO, NIH3T3)
	P2
	大臣確認実験

感染性ポリオウイルス粒子を生じる実験

	
	
	
	上記組換えウイルス
	動物培養細胞(同上)
	P2
	大臣確認実験 

感染性ポリオウイルス粒子を生じる実験


